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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)  連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間における世界経済は、中国等の新興国経済の減速などの影響があっ
たものの、政府による経済政策の効果もあり円安、昨年からの株高基調が継続し、個人消費や企
業収益に改善がみられるなど、景気は回復傾向にあります。 
しかしながら、当社グループの当第２四半期連結累計期間における業績につきましては、エレ

クトロニクス事業において大型案件の検収があり、また、第１四半期連結累計期間より連結子会
社化した株式会社ケーワイエーテクノロジーズの営むサイエンス事業が好調に推移し、前年同期
に比べて売上高、利益ともに大幅に伸張しました。この結果、当第２四半期連結累計期間におけ
る売上高は1,982,531千円（前年同四半期比80.7％増）、営業利益は223,344千円（前年同四半期
は1,860千円の営業損失）、経常利益は258,472千円（前年同四半期比221.5％増）、四半期純利
益は156,893千円（前年同四半期比275.0％増）となりました。 

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。 
①エレクトロニクス事業 
 当事業においては、従来、半導体装置事業が営んでおりました当社の主力商品であるワイヤ
ボンダーに代表される半導体製造装置やそれに付随する消耗品等を海外より仕入れ、当社が搬
送装置等の付加価値を加えるなどした上で、国内の顧客に販売しております。さらに、電子材
料・機器事業が営んでおりましたエレクトロニクスメーカー向けの材料、大学・研究所向けの
研究開発用の小型の機器等を国内外から仕入れ、販売しております。当第２四半期連結累計期
間においては、大型案件の検収もあり、好調に推移いたしました。この結果、売上高は1,244,
614千円（前年同四半期比113.6％増）、営業利益は169,104千円（前年同四半期は8,343千円の
営業損失）となりました。 
②マリン・環境機器事業 
当事業においては、マリン事業では、大型船舶向けの救命艇を国内メーカーより仕入れ、造

船所に販売、ならびに環境機器事業では、液体の濃縮・分離を行うためのフィルター等を海外
より仕入れ、エンジニアリングを行った上で国内の顧客に販売しております。マリン事業につ
いては、前連結会計年度以前より受注した案件が予定どおりに売上げました。環境機器事業に
ついては、引き合い案件は多くあるものの、当四半期連結会計期間においては低調な推移でし
た。この結果、売上高は263,675千円（前年同四半期比55.2％増）、営業利益は48,052千円
（前年同四半期比75.7％増）となりました。 
③ＳＩ事業 
当事業においては、連結子会社である株式会社ペリテックが、計測・検査システムを顧客か

ら受託し、自社でハードウェア技術とソフトウェア技術を融合した計測・検査システムに仕上
げ、顧客に販売しております。当第２四半期連結累計期間においては、前年同期のような大型
案件の検収がなかったものの、売上原価の低減に努めたこともあり、当第２四半期連結累計期
間においては利益面で堅調に推移いたしました。この結果、売上高は221,012千円（前年同四
半期比35.8％減）、営業利益は50,998千円（前年同四半期比35.5％増）となりました。 
④サイエンス事業 

当事業においては、連結子会社である株式会社ケーワイエーテクノロジーズが、主に理化学
機器分野の研究開発、製造、販売等を行っており、日本国内の大学・研究所等の幅広い顧客と
取引しております。当第２四半期連結累計期間においては、大型案件の検収があり、好調に推
移いたしました。この結果、売上高は253,229千円、営業利益は17,343千円となりました。 

 

(2)  連結財政状態に関する定性的情報 

（総資産） 
当第２四半期連結会計期間末における総資産は2,238,329千円（前連結会計年度末比149,413

千円の増加）となりました。これは主に、流動資産では、現金及び預金の減少97,292千円、受
取手形の増加33,830千円及び売掛金の減少95,405千円、固定資産では、のれんの増加161,828千
円及び投資その他の資産の減少14,643千円によるものであります。 

 

（純資産） 
当第２四半期連結会計期間末における純資産は1,692,871千円（前連結会計年度末比72,244千

円の増加）となりました。これは主に、四半期純利益156,893千円の計上及び配当金の支払54,42
9千円が行われた一方で、その他有価証券評価差額金が4,591千円減少及び繰延ヘッジ損益が25,6
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28千円減少したことによるものであります。 

 

（自己資本比率） 
当第２四半期連結会計期間末における自己資本比率は75.6％（前連結会計年度末比2.0ポイン

ト減）となりました。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 
当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、254,569千円（前年同四半期比2

32,733千円の減少）となりました。 

 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 
営業活動によるキャッシュ・フローは、45,744千円の収入（前年同四半期比48,176千円の減

少）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益258,510千円、たな卸資産の増加8
5,476千円、仕入債務の減少42,925千円及び法人税等の支払額63,105千円によるものでありま
す。 
②投資活動によるキャッシュ・フロー 
投資活動によるキャッシュ・フローは、93,560千円の支出（前年同四半期比114,080千円の

減少）となりました。これは主に、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出112,
761千円によるものであります。 
③財務活動によるキャッシュ・フロー 
財務活動によるキャッシュ・フローは、55,233千円の支出（前年同四半期比44,662千円の増

加）となりました。これは主に、配当金の支払額54,176千円によるものであります。 

 

(3)  連結業績予想に関する定性的情報 

平成26年11月期の連結業績予想については、現時点で合理的な通期の業績予想の算定が困難な
ため、開示しておりません。通期の連結業績予想については、予想の開示が可能となった時点で
速やかに開示します。 
 

２．サマリー情報（その他）に関する事項 

(1)  当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 
 

(2)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 
 

(3)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
 

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5)  セグメント情報等 

【セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自  平成24年12月１日  至  平成25年５月31日） 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 

合計 
エレクトロニクス

事業 
マリン・環境機器

事業 
ＳＩ事業 サイエンス事業 

売上高 
 

  外部顧客への売上高 582,816 169,937 344,218 － 1,096,972

  セグメント間の内部売
上高又は振替高 

－ － 15,661 － 15,661

計 582,816 169,937 359,880 － 1,112,633

セグメント利益又は損失
（△） 

△8,343 27,354 37,645 － 56,656

 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円） 

利    益 金    額 

報告セグメント計 56,656

全社費用（注） △58,517

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △1,860

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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当第２四半期連結累計期間（自  平成25年12月１日  至  平成26年５月31日） 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 

合計 
エレクトロニクス

事業 
マリン・環境機器

事業 
ＳＩ事業 サイエンス事業 

売上高  
 

  外部顧客への売上高 1,244,614 263,675 221,012 253,229 1,982,531

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ － 126,639 122 126,761

計 1,244,614 263,675 347,651 253,351 2,109,293

セグメント利益 169,104 48,052 50,998 17,343 285,498

 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円） 

利    益 金    額 

報告セグメント計 285,498

全社費用（注） △62,153

四半期連結損益計算書の営業利益 223,344

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

３  報告セグメントの変更等に関する事項 

第１四半期連結会計期間より、株式会社ケーワイエーテクノロジーズの全株式を取得し、連結子

会社としたことに伴い、報告セグメントを従来の３事業から「サイエンス事業」を追加し、４事業

としております。 

 

４  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（のれんの金額の重要な変動） 

第１四半期連結会計期間より、株式会社ケーワイエーテクノロジーズの全株式を取得し、連結

子会社としたことに伴い、サイエンス事業において、のれんが発生しております。 

なお、当該事象によるのれんの増加額は、177,744千円であります。 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 

 

(7)  重要な後発事象 

該当事項はありません。 
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５．補足情報 

仕入、受注及び販売の状況 

(1) 仕入実績 

当第２四半期連結累計期間における仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 

セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同期比(％) 

エレクトロニクス事業 912,631 ＋180.5

マリン・環境機器事業 181,749 ＋69.1

ＳＩ事業 － －

サイエンス事業 216,370 －

合計 1,310,751 ＋202.8

(注)１ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

  ２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

(2) 受注状況 

当第２四半期連結累計期間における受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 

セグメントの名称 
受注高 

(千円) 

前年同期比
(％) 

受注残高 

(千円) 

前年同期比
(％) 

エレクトロニクス事業 1,140,977 ＋31.7 644,724 ＋28.9

マリン・環境機器事業 223,634 △6.4 377,064 △23.4

ＳＩ事業 175,570 △41.9 75,402 △49.1

サイエンス事業 255,805 － 2,576 －

合計 1,795,988 ＋27.6 1,099,767 △3.6

(注)１ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

  ２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

(3) 販売実績 

当第２四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同期比(％) 

エレクトロニクス事業 1,244,614 ＋113.6

マリン・環境機器事業 263,675 ＋55.2

ＳＩ事業 221,012 △35.8

サイエンス事業 253,229 －

合計 1,982,531 ＋80.7

(注)１ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

  ２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

 

テクノアルファ(株)(3089)平成26年11月期第２四半期決算短信

12


	tanshin_summary14Q2
	tanshin_attach14Q2
	tanshin_FS14Q2
	tanshin_honbun14Q2




